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我々が目指す人と社会インフラが連携する
新しい医療ICTネットワークの未来像

健康管理・在宅医療・高齢者をサポートしていく仕組みを構築し、
高騰する医療費削減を実現し、医療・情報通信産業を育成する。



人の歩行動作と多重波伝搬によって生じる通信影響を
適応制御するウェアラブルアンテナ

偏波制御ウェアラブルMIMOアンテナ

7cm
7cm

1cm

伝搬環境とアンテナ傾き角に適応して
最適な信号を送受信可能

実用化

小型・低背化
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３次元OTA評価装置の開発

人が腕を振りながら多重波伝搬環境中を歩行している状況で
MIMOアンテナをOTA評価できる腕振り電磁ファントム３次元
フェージングエミュレータを開発
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Measurement
Simulation

測定周波数：2GHz
XPR：10dB
SNR：30dB
平均仰角：20deg
広がり角の標準偏差：20deg
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OTA評価装置による偏波制御アンテナの性能評価

８ｘ８MIMO伝送容量 スループット測定 伝送信号誤り率特性

超高速通信、高信頼性通信をOTA評価装置にて確認
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SNR=30dB

SNR=20dB
測定周波数：2GHz
平均仰角：20deg
広がり角の
標準偏差：20deg
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今後の研究開発成果の展開及び
波及効果創出への取り組み

親機

腕装着型ウエアラブル無線端末 生産現場向けIoT無線端末

■手や足に無線端末を装着

◎寝返り等の人体変化に対応可能

・バイタルデータの常時収集

・急な血圧上昇などで警告

■各工場機器に無線端末を配置

◎ライン変更による伝搬環境変化に対応可能

・機器単位の稼動状態常時監視

・部品切れ等による稼働ロスを最小化

親機


